










目的 

妊娠中の蛋白成分の変化については従来から多大の関心がもたれ,estrogen sensitive 

protein(ceru1oplasmin など),α1-antitrypsin,α2-macrog1obulin,β-lipoprotein の増

加などについてその機序と背景の検討がなされ,妊娠中毒症をはじめとする病的状態につ

いても詳細な研究が行われてきている。また,最近ではβ1-SP-1-gly-coprotein(SP-1)など

の妊娠特異蛋白が胎盤機能を表すことが明らかにされ,臨床にも応用されるに至っている。

そこでわれわれは,まず,各種電気泳動法によって妊娠中の血清蛋白を分画してその変動と

早産との関係を明らかにし,とくに最近生化学領域で蛋白質の分子量決定に重要な手段と

なっている Sodium Dodecyl Sulfate(SDS)polyacrylamide gel(PAG)電気泳動によって妊婦

血清蛋白を分画し,早産と関連のある蛋白を検討することを目的として本研究を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


